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issues of the day
　

米
国
の
第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
ほ
ぼ
全

て
の
貿
易
相
手
国
に
追
加
関
税
を
課
し
、

「
貿
易
不
均
衡
是
正
」
に
向
け
た
対
応
を
迫

り
始
め
た
。
欧
州
や
英
連
邦
で
は
「
米
国
に

依
存
し
な
い
経
済
圏
」
を
模
索
す
る
動
き
が

表
れ
て
い
る
。
日
本
は
、
米
国
と
の
同
盟
関

係
を
引
き
続
き
大
前
提
と
し
つ
つ
、
開
か
れ

た
経
済
圏
の
維
持
・
拡
充
に
向
け
た
新
戦
略

が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
基
軸
と
な
り
得
る

の
は
、
米
国
離
脱
後
に
日
本
や
カ
ナ
ダ
、
メ

キ
シ
コ
な
ど
11
カ
国
が
合
意
し
た
「
包
括

的
・
先
進
的
環
太
平
洋
連
携
協
定
」（
Ｃ
Ｐ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
）。
特
に
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
や
英

連
邦
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
「
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
」

の
連
携
強
化
の
可
能
性
を
示
し
た
い
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
迫
る
レ
ジ
ー
ム
転
換

　

今
年
１
月
に
発
足
し
た
第
２
次
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
「
合
成
麻
薬
の
流
入
阻
止
」、「
米
国

内
製
造
業
と
雇
用
の
保
護
」
な
ど
を
掲
げ
、

幅
広
い
国
・
地
域
、
品
目
に
対
す
る
追
加
関

税
を
賦
課
し
た
。
こ
の
政
策
は
▽
多
国
間
主

義
か
ら
２
国
間
取
引
、
▽
市
場
自
由
主
義
か

ら
保
護
主
義
、
▽
通
商
・
金
融
・
安
全
保
障

政
策
の
分
離
か
ら
そ
れ
ら
の
戦
略
的
統
合
、

と
い
う
三
つ
の
レ
ジ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
に
基
づ

く
と
言
え
る
。

　

特
に
、
同
盟
・
同
志
国
に
一
方
的
に
「
収

奪
さ
れ
た
利
益
の
奪
還
」
と
い
う
主
張
を
突

き
付
け
て
き
た
こ
と
は
大
き
な
衝
撃
を
広

げ
、
国
際
貿
易
の
枠
組
み
は
不
可
逆
的
な
変

革
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ア
リ

ン
グ
（
友
好
国
連
携
）
弱
体
化
は
避
け
ら
れ

ず
、
Ｅ
Ｕ
や
英
国
で
は
「
米
国
の
影
響
力
を

軽
減
し
た
経
済
圏
」
を
固
め
る
こ
と
で
激
変

に
備
え
る
動
き
が
表
れ
た
。

　

一
方
、
厳
し
い
地
政
学
環
境
に
あ
る
日
本

は
困
難
な
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
。
日
本
と
米

国
の
間
の
安
全
保
障
同
盟
は
代
替
困
難
で
あ

り
、
貿
易
、
投
資
、
技
術
交
流
を
含
め
て
米

国
と
の
絆
を
維
持
す
る
こ
と
が
引
き
続
き
、

日
本
の
外
交
戦
略
の
基
本
路
線
に
な
る
た

め
だ
。

　

た
だ
し
、
米
国
の
政
策
変
更
が
一
過
性
の

も
の
と
は
楽
観
で
き
ず
、
日
本
に
と
っ
て

は
、（
米
国
と
は
別
の
）
ル
ー
ル
に
基
づ
く

開
か
れ
た
経
済
圏
を
堅
持
し
、
拡
充
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
特
に
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
戦
略
的
な
価
値
は
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
の

協
定
を
基
軸
に
置
い
た
対
応
が
期
待
さ
れ
る
。

　

日
本
に
と
っ
て
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
価
値
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
ど
の
よ
う
に
新

戦
略
と
し
て
展
開
で
き
る
の
か
。
本
稿
で
は

三
つ
の
視
点
を
示
し
た
い
。

　

第
一
に
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
日
本
の
存
在
感

が
大
き
い
多
国
間
の
枠
組
み
と
言
え
る
。
元

と
な
る
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
か

ら
米
国
が
離
脱
し
た
後
、
日
本
は
交
渉
を
再

開
さ
せ
、
11
カ
国
に
よ
る
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
し

て
再
結
実
さ
せ
る
上
で
中
核
的
な
役
割
を
担

っ
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
高
水
準
の
自
由
貿

易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
で
あ
り
、
加
盟
国
に
原

則
的
な
関
税
撤
廃
を
課
す
と
と
も
に
、
知
的

財
産
権
の
保
護
や
デ
ー
タ
ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
禁
止
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

　

２
０
２
４
年
12
月
に
は
、
英
国
が
Ｃ
Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
加
わ
り
、
メ
ン
バ
ー
は
12
カ
国
、
総

人
口
は
５
億
９
３
０
０
万
人
に
達
し
た
。
今

後
、
Ｅ
Ｕ
と
の
連
携
が
深
化
さ
れ
れ
ば
、
経

済
圏
と
し
て
は
米
国
や
中
国
を
上
回
る
規
模

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
主
導
で
き
れ
ば
、
外
交
に
お
け
る
選
択
肢

は
広
が
る
。

　

第
二
に
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
日
本
の
経
済
安

全
保
障
を
支
え
る
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
委
員
会
（
加
盟
国

の
閣
僚
級
会
議
）
は
２
０
２
１
年
の
第
５
回

会
合
以
来
、
閣
僚
声
明
で
「
経
済
的
威
圧
」

へ
の
対
応
を
宣
言
し
て
き
た
。
こ
の
表
現
は

当
初
、
中
国
に
よ
る
重
要
物
資
の
貿
易
制
限

な
ど
を
念
頭
に
置
い
て
盛
り
込
ま
れ
た
と
さ

れ
る
が
、
現
在
の
状
況
で
は
、
よ
り
複
雑
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伴
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
４
年
11
月
に
開
か
れ
た
第
８
回
の

委
員
会
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
再
登
場
に
備

え
、「
保
護
主
義
の
再
拡
大
、
イ
ン
フ
レ
ー

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。（
図
表
１
）

　

英
連
邦
（
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
）
は
、
旧
英

帝
国
と
そ
の
植
民
地
だ
っ
た
合
計
56
カ
国
が

緩
や
か
に
つ
な
が
る
国
家
共
同
体
で
あ
り
、

民
主
主
義
や
法
の
支
配
、
人
権
と
い
っ
た
価

値
観
の
共
有
を
掲
げ
て
き
た
。
米
国
が
威
圧

的
な
政
策
に
傾
注
し
、
国
際
秩
序
が
変
容
す

る
中
、
英
国
や
英
連
邦
も
Ｅ
Ｕ
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
と
同
様
に
、
従
来
の
枠
組
み
か
ら
経
済
・

外
交
機
能
を
再
定
義
し
て
い
く
可
能
性
が
あ

る
。
日
本
は
、
こ
の
よ
う
な
英
連
邦
の
動
き

を
注
視
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

特
に
英
国
は
２
０
２
１
年
の
安
全
保
障
・

外
交
に
関
す
る
統
合
レ
ビ
ュ
ー
で
イ
ン
ド
太

平
洋
へ
の
傾
斜
を
表
明
し
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加

盟
に
よ
っ
て
、
安
保
だ
け
で
は
な
く
経
済
面

で
も
太
平
洋
へ
の
関
与
強
化
を
明
確
に
し

た
。
今
後
、
環
太
平
洋
の
キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー

に
な
る
潜
在
力
を
持
つ
と
言
っ
て
よ
い
。

　

そ
の
英
国
が
主
導
す
る
英
連
邦
は
日
本
と

多
く
の
価
値
観
を
共
有
し
て
お
り
、
日
本
が

ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
経
済
圏
を
確
保
し
て
い
く

上
で
、
有
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
候
補
と
な
る
。

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
足
掛
か
り
に
し
て
、
英
国
や

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
英
連
邦
メ
ン
バ
ー
と

シ
ョ
ン
や
不
安
定
性
の
高
ま
り
及
び
紛
争
の

時
世
に
お
い
て
、
我
々
は
、
経
済
的
威
圧
に

対
応
す
る
手
段
で
あ
る
こ
と
を
含
め
、
ル
ー

ル
に
基
づ
く
貿
易
シ
ス
テ
ム
を
堅
持
す
る
」

─
─
と
詳
述
し
た
。

　

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
し
て
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
真

正
面
か
ら
対
立
す
る
こ
と
に
は
リ
ス
ク
が
あ

る
も
の
の
、
加
盟
国
が
足
並
み
を
揃
え
、「
高

い
水
準
の
自
由
化
」
と
「
経
済
的
威
圧
へ
の

対
応
」
を
掲
げ
る
こ
と
は
、
一
方
的
な
ル
ー

ル
変
更
の
横
行
や
関
税
引
き
上
げ
競
争
の
拡

大
を
抑
制
す
る
効
果
を
期
待
で
き
る
。
日
本

が
戦
略
的
不
可
欠
性
と
自
立
性
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
自
由
貿
易
の

余
地
を
広
げ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
Ｃ

Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
重
要
性
は
増
す
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
英
連
邦
（Com

-
m

onw
ealth of N

ations

、
コ
モ
ン
ウ
ェ

ル
ス
） 

と
接
す
る
重
要
な
場
に
な
り
得
る
こ

と
だ
。

　

英
国
が
新
規
加
入
し
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
メ
ン

バ
ー
は
計
12
カ
国
と
な
っ
た
。
う
ち
７
カ
国

（
英
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ブ
ル

ネ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
）
が
英
連
邦
の
加
盟
国

issues of the day

CPTPP新戦略と
英連邦の可能性
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issues of the day

の
連
携
を
深
化
し
て
い
く
道
筋

が
見
え
て
く
る
。

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、次
の
一
手

　

そ
れ
で
は
、
日
本
は
ど
の
よ

う
に
戦
略
を
組
み
立
て
て
い
く

べ
き
か
。
こ
こ
で
も
三
つ
の
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
し
た
い
。

　

第
一
に
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
と
の
連

携
強
化
で
あ
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
高
水
準
の
ル
ー
ル
の
採
用
は

容
易
で
は
な
い
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
最
大
の
経
済
規
模
を
持
つ
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加

盟
を
支
援
す
る
こ
と
は
重
要
な

一
歩
と
な
る
。

　

第
二
に
、
Ｅ
Ｕ
と
の
ル
ー
ル

の
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（
調
和
）
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
は
個

人
情
報
の
厳
格
な
保
護
を
定
め

た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
（
一
般
デ
ー
タ
保

護
規
則
）
を
策
定
し
て
お
り
、

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
の
デ
ー
タ

保
護
政
策
と
は
乖
離
が
あ
る
。

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
２
・
０
が
国
際
秩
序
の

変
革
を
推
し
進
め
る
中
、
Ｅ
Ｕ
と
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
加
盟
国
は
そ
れ
ぞ
れ
連
携
を
探
り
始
め

て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
と
Ｅ
Ｕ
の

ル
ー
ル
運
用
を
デ
ジ
タ
ル
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
の
領
域
で
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
か
つ
て
、
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
て
い
た
英

国
は
、
欧
州
と
環
太
平
洋
を
つ
な
ぐ
重
要
な

架
け
橋
に
な
る
だ
ろ
う
。
欧
州
＋
英
国
＋
環

太
平
洋
と
い
う
形
で
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
新

経
済
圏
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ

て
有
力
な
外
交
戦
略
に
な
る
。

　

第
三
に
、「
経
済
＋
安
全
保
障
」
と
い
う

戦
略
的
枠
組
み
へ
の
発
展
で
あ
る
。

　

想
定
さ
れ
る
対
象
は
科
学
技
術
連
携
や
宇

宙
、
海
洋
、
サ
イ
バ
ー
分
野
な
ど
、
経
済
と

安
全
保
障
を
ま
た
が
る
領
域
全
般
と
な
る
。

先
述
し
た
通
り
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
委
員
会
は
２

０
２
１
年
以
来
、「
経
済
的
威
圧
」
へ
の
対

応
を
掲
げ
て
き
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
広
域
Ｆ

Ｔ
Ａ
で
あ
る
と
同
時
に
、
閣
僚
・
高
官
に
よ

る
定
期
会
合
が
開
催
さ
れ
る
多
国
間
枠
組
み

の
性
質
を
持
つ
。
威
圧
国
の
不
公
正
な
貿
易

慣
行
を
批
判
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強

靭
化
を
含
め
た
経
済
安
全
保
障
政
策
も
事
実

上
、
議
論
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
経
済
を
基

軸
と
し
た
複
合
的
な
連
携
枠
組
み
の
色
彩
を

持
つ
可
能
性
は
あ
る
。
協
定
や
条
約
の
か
た

ち
を
取
ら
ず
、
閣
僚
会
合
の
場
で
宣
言
し
た

り
、
覚
書
を
発
出
し
た
り
す
る
だ
け
で
も
加

盟
国
間
の
結
束
を
強
化
し
、
外
部
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
で
効
果
は
望
め
る
だ

ろ
う
。

可
能
性
と
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク

　

国
際
秩
序
が
変
革
す
る
中
、
日
本
に
と
っ

て
は
、
米
国
社
会
の
不
満
を
理
解
し
、
米
国

と
の
直
接
対
決
を
避
け
、「
包
摂
性
の
高
い
、

新
た
な
枠
組
み
」
を
創
出
・
提
案
す
る
こ
と

が
重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
日
本

政
府
・
企
業
が
自
由
な
経
済
圏
を
確
保
す
る

上
で
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
枠
組
み
は
地
理

的
に
も
、
領
域
と
い
う
面
で
も
拡
張
の
余
地

が
大
き
い
。
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
基
軸
と
し
た

戦
略
に
は
リ
ス
ク
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
加
盟
国
の
多
く
は
輸
出
主
導
型

の
経
済
で
あ
り
、
米
国
と
い
う
大
規
模
な
消

費
市
場
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
。
そ
れ
で
も
、
日
本
や
英
国
、
カ
ナ
ダ
な

ど
が
露
骨
に
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
経
済
圏
の
強
化
に

向
か
え
ば
、
米
国
が
反
発
し
、
さ
ら
に
威
圧

的
な
政
策
を
執
行
す
る
恐
れ
は
あ
る
。

　

日
本
は
英
連
邦
な
ど
と
歩
調
を
合
わ
せ
、

米
国
に
対
し
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
め
ざ
す
「
高

水
準
」
が
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
や
補
助
金
な
ど
不

公
正
な
貿
易
慣
行
の
抑
制
を
め
ざ
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

に
な
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
中
国
の
過
剰

生
産
と
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
米
国
の
製
造
業
を
奪

っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
め

ざ
す
不
公
正
の
抑
制
は
、
こ
の
点
に
お
い
て

は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
政
策
目
標
と
一
致
し
て

い
る
こ
と
を
強
調
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
北
米
や
ア
ジ
ア
圏
で
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
見
直
し
は
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国

間
の
摩
擦
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
中
国
に
よ
る
加
盟
申
請
に
つ
い
て
は
、

厳
格
な
加
盟
基
準
が
徹
底
さ
れ
な
け
れ
ば
、

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
中
国
受
け

入
れ
派
」
と
「
反
対
派
」
の
分
断
を
招
き
か

ね
な
い
。
巨
大
市
場
を
擁
す
る
中
国
の
加
盟

容
認
論
が
盛
り
上
が
れ
ば
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
メ

ン
バ
ー
内
の
対
立
と
米
国
の
反
発
が
激
化

し
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
枠
組
み
が
弱
体
化
す
る

恐
れ
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
新
戦
略
を
組
み
立
て
る
上
で

は
、「
朝
海
の
悪
夢
」
も
常
に
念
頭
に
置
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
１
９
５
７
～
63
年
に

駐
米
大
使
を
務
め
た
朝
海
浩
一
郎
氏
は
在
任

中
、「
最
大
の
悪
夢
は
、
日
本
の
頭
越
し
に

米
中
が
手
を
握
る
こ
と
だ
」
と
語
っ
た
。
こ

の
悪
夢
は
１
９
７
１
年
の
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統

領
の
中
国
訪
問
に
よ
っ
て
現
実
に
な
っ
た
。

　

国
家
の
間
に
友
情
は
存
在
し
な
い
─
─
。

こ
の
格
言
が
常
に
正
し
い
と
言
い
切
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、「
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
あ
る
日
、
中
国
と
連
携
す
る
」、「
欧
州

や
英
連
邦
が
あ
る
日
、
中
国
と
経
済
圏
を
共

に
す
る
」。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
か
た
ち
の

「
朝
海
の
悪
夢
」
を
、
不
確
実
性
が
高
ま
っ

た
ト
ラ
ン
プ
２
・
０
の
国
際
社
会
に
お
い
て

は
意
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。
政
策
や
事
業
戦
略

を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
シ
ナ

リ
オ
を
想
定
し
て
い
く
こ
と
が
最
大
の
備
え

と
な
る
。

デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
戦
略
研
究
所
　
主
席
研
究
員

江
田
　
覚
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